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■ローマ字

（　）は、別の仮
か

名
な

と同じ発音をするため、別の仮名のつづり方で書くもの。

②  つまる音は、「きっぷ」→「kippu」のように、次に来る音の 
初めの文字を重ねて書き表します。

　（ざっし → zasshi　　がっきゅう → gakkyū）
③  はねる音「ん（n）」の次に「a」「i」「u」「e」「o」や「y」が来
るときなど、読みまちがえないように音の切れ目を表すためには、

「'」を付けます。（ぜんいん → zen'in　　こんや → kon'ya）
④  人名や地名を書くとき、ふつうは、初めの文字を大文字で書き
ます。地名などは、全部を大文字で書くこともあります。また、

言葉をつなぐ印として、「-」を付けることもあります。
　（Kitada Naoya　　CHIBA　　Kagawa-ken）

①  のばす音の書き方には、二通りあります。
　⑴「a」「i」「u」「e」「o」の上に「¯」を付ける。

　⑵  平仮
が

名
な

どおりに「a」「i」「u」「e」「o」の文字を重ねて書く。

おかあさん → okaasan　　ろうそく → rousoku

　 　ふつうは、⑴の書き方を使います。ただし、のばす音のうち、
次のものは、ふつう、⑵の書き方を使います。

おじいさん → ojiisan　　おにいさん → oniisan

・�イ列

・�エ列のうち、「とけい」など、平仮名で「え」と書かないもの

■書き表し方の決まりローマ字と親しもう

おかあさん → okāsan　　ろうそく → rōsoku

とけい → tokei　　えいが → eiga

５・６年



　ローマ字の表や説明を参考にしながら、次の問題に取り組み

ましょう。

① shokubutsu （    ）

② ninjin  （    ）

③ tōfu  （    ）

④ chūshajō （    ）

⑤ gasshuku （    ）

⑥ nicchoku （    ）

 次の言葉は、二通りの書き方があります。ローマ字で書きましょう。③

 自分のことについて、ローマ字で書き表しましょう。④

①地図

①好きな食べ物

②神社

③列車

②好きな教科

④出発

 次の言葉をローマ字で書きましょう。②

①おばあさん ②誕
たん

生日

③制
せい

服 ④親友

 次のローマ字の読みを、（　　）に書きましょう。①
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